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銘
ま
で
も
参
考
と
し
た
と
い
う
労
作
で
あ
る
と
す
る
。
堵
や
、
献
金
な
ど
、
そ
の
信
仰
史
を
見
る
上
で
も
貴

足
羽
社
家
で
は
、
本
書
を
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
重
で
あ
る
他
、
敬
明
以
後
の
累
代
神
主
の
著
作
や
、

五
)
七
月
十
九
日
の
福
井
大
空
襲
で
、
足
羽
社
が
全
国
学
の
修
学
に
関
す
る
記
事
。
境
内
社
、
摂
末
社
の

焼
し
た
際
も
社
嗣
が
身
を
撤
し
て
こ
れ
を
議
り
、
現
創
把
や
、
祭
神
の
合
問
、
ま
た
境
内
の
綱
長
井
や
蘇

在
に
伝
え
た
と
い
う
。
そ
れ
故
、
社
家
で
は
、
本
書
殿
清
水
に
関
す
る
記
事
。
他
に
、
福
井
橋
南
の
大
火

は

じ

め

に

を

社

家

第

一

の

重

宝

と

し

て

扱

い

、

秘

蔵

書

と

し

て

関

係

の

記

事

が

数

多

く

載

せ

ら

れ

て

い

る

。

た

だ

し

、

タ

ケ

ク

モ

ン

シ

キ

ケ

イ

ズ

キ

『
馬
来
国
家
公
文
職
系
図
記
』
は
、
明
治
十
二
年
何
人
の
披
見
を
も
許
き
れ
な
か
っ
た
が
、
今
般
ょ
う
こ
れ
ら
の
記
事
の
う
ち
、
社
家
の
中
世
期
以
前
の
「

(
一
八
八

O
)
八
月
越
前
国
足
羽
郡
式
内
小
社
に
比
ゃ
く
筆
者
に
そ
の
公
開
を
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
×
×
王
」
と
記
載
す
る
歴
代
の
名
称
や
、
そ
の
系
統

マ
ク
タ
ヨ
シ
ア
キ
ラ

定

さ

れ

る

足

羽

神

社

第

五

十

七

代

嗣

官

馬

来

田

善

照

一

、

史

料

的

価

値

・

代

数

ま

た

そ

の

他

の

記

事

に

も

当

然

史

料

性

の

乏

(
畠
旦
)
の
著
述
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
本
書
の
史
料
的
価
値
と
し
て
は
、
ま
ず
社
家
の
中
し
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
否
め

単
な
る
一
社
家
の
系
図
と
は
性
格
を
異
に
し
、
好
学
輿
の
祖
で
、
『
日
本
三
代
賓
録
』
の
こ
れ
ま
で
に
知
な
い
。

の
士
で
も
あ
っ
た
善
照
が
、
当
時
足
羽
社
家
に
伝
来
ら
れ
る
藩
政
時
代
唯
一
の
註
釈
研
究
室
百
た
る
『
日
本
二
、
体
裁

し
た
諸
記
録
・
古
文
書
類
を
著
作
の
材
料
と
し
て
、
三
代
貫
録
故
事
考
』
等
の
著
者
足
羽
敬
明
の
伝
記
が
、
本
書
は
、
未
刊
草
稿
本
で
あ
り
、
本
文
中
に
多
く

こ
れ
ま
で
の
馬
来
国
家
系
図
に
新
た
な
記
述
を
加
え
、
本
書
中
に
極
め
て
詳
細
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
書
込
み
や
訂
正
が
あ
る
こ
と
や
、
人
名
に
つ
い
て

部
分
に
於
い
て
文
章
系
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
得
な
か
っ
た
も
「

O
O
O」
な
ど
と
略
記
し
て
い
る
の
は
そ
の
為

夢
勺

童
同
の
冒
頭
に
「
自
明
治
元
戊
辰
年
初
企
至
岡
敬
明
の
伝
記
研
究
上
新
出
の
史
料
と
云
え
る
。
ま
た
、
で
あ
る
。

十
二
己
卯
年
動
訂
成
」
と
あ
る
よ
う
に
、
t

善
照
は
明
敬
明
の
養
子
で
、
『
日
本
三
代
賓
録
故
事
考
』
や
『
な
お
本
書
の
体
裁
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

E
議
日
間

治
改
元
の
年
(
十
七
歳
)
初
め
て
筆
を
起
こ
し
、
十
績
日
本
紀
故
事
考
』
等
に
敬
明
と
共
に
そ
の
名
が
み

O
足
羽
神
社
宮
司
馬
来
回
善
仁
氏
蔵
馬
来
田
善
照
自

塾
口
問

二
年
(
二
十
九
歳
)
と
い
う
長
い
歳
月
を
か
け
て
執
え
る
足
羽
住
夏
の
伝
記
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
筆
草
稿
原
本

筆

し

た

も

の

で

あ

る

。

看

過

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

が

あ

る

と

云

、

え

よ

う

。

一

部

一

冊

。

袋

綴

。

縦

二

四

・

O
糎
。
横
八
・

0

本

書

に

つ

い

て

、

善

照

の

三

代

孫

現

当

主

馬

来

回

糎

。

表

紙

と

も

墨

付

四

十

三

枚

。

外

題

は

直

題

で

、

善

仁

氏

の

口

碑

に

よ

れ

ば

、

善

照

は

本

書

著

作

の

為

、

-

皇

孫

足

羽

議

口

照

考

訂

正

馬

来

回

家

公

文

職

系

国

社

家

の

墓

碑

石

等

も

い

ち

い

ち

調

査

し

、

そ

の

墓

誌

小

柴

廼

舎

蔵

草

稿

」

と

あ

る

。

ま

た

内

題

は

馬
来
国
家
公
文
職
系
図
記
凶

足

.JL 

尚

計

ま
た
、
社
家
初
代
の
馬
来
田
皇
女
に
関
す
る
記
事

や
、
朝
倉
氏
・
松
平
氏
等
越
前
国
主
に
よ
る
社
領
安

コ
し

三
日
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「
越
前
園
足
羽
社
司
馬
来
田
公
文
職
系
園
記
」

え
る
。
蔵
書
印
は
み
ら
れ
な
い
。

本
文
に
は
、
朱
筆
や
墨
書
の
訂
正
・
書
入
れ
、
見

消
等
が
散
見
す
る
。
ま
た
、
イ
本
(
本
書
で
は
イ
説

と
い
う
べ
き
か
)
と
の
校
異
を
数
箇
所
に
つ
い
て
示

し
て
い
る
。

本
書
は
、
善
照
の
男
善
庚
ま
で
を
記
述
す
る
が
、

原
本
に
は
、
善
庚
以
後
現
当
主
に
至
る
ま
で
の
記
述

が
子
孫
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、

若
干
善
照
晩
年
の
加
筆
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、

以
下
の
史
料
紹
介
で
は
略
し
た
。
ま
た
、
本
文
中
に

は
、
本
書
成
立
の
明
治
十
二
年
以
後
の
記
事
も
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
善
照
の
後
の
加
筆
又
は
、
子
孫
の

加
筆
で
あ
る
。

と
み

39 

凡

例

一
、
解
読
は
、
出
来
る
限
り
原
文
形
に
添
う
よ
う
心

掛
け
た
が
、
一
部
活
字
作
成
の
困
難
な
文
字
に
つ
い

て
は
現
行
に
改
め
た
。

二
、
見
消
は
す
べ
て
消
去
さ
れ
た
文
字
の
左
横
に
E

記
号
を
付
し
、
更
に
訂
正
さ
れ
た
文
字
を
右
横
に
示

し
た
。
ま
た
見
消
に
よ
る
本
文
の
中
断
箇
所
を
企
記

号
に
よ
っ
て
そ
の
冠
尾
を
明
ら
か
に
し
た
。

足
立

山'

馬
来
田
家
公
文
職
系
図
記

三
、
本
文
中
明
ら
か
に
後
入
の
書
入
れ
等
異
筆
と
み

ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
冠
尾
を
・
記
号
で

示
し
た
。
な
お
文
中
の

O
ム
及
び
、
「
」
(
)
の
記

号
は
、
原
本
に
も
と
も
と
附
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
本
文
中
の
(
マ
、
)
は
筆
者
に
よ
る
。

四
、
本
文
中
附
護
の
箇
所
に
つ
い
て
は
そ
の
冠
尾
を

×
記
号
で
示
し
た
。

五
、
頭
註
に
つ
い
て
は
、
概
当
の
箇
所
の
後
に
(
頭

註
)
と
記
し
て
、
本
文
に
組
入
れ
た
。

六
、
判
読
困
難
の
箇
所
は
、
口
の
記
号
で
示
し
た
。

七
、
系
線
は
全
て
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

草 皇

稿 訂 孫

正 足

馬
司1
善

来 回

田 考

家
/j_入A、

文
小職
柴系

廼舎
園

蔵
記

自
明
治

十元
二戊
己辰
卯年
年
E載ヵ初

成 b企考

至
同

馬
来
田
家
公
文
職
系
園
記
訂
正
之
書
類
目
録

古

事

記

日

本

紀

績

日

本

紀

緯

日

本

紀

日

本

紀

通

設

古

事

記

侍

万

葉

集

新

撰

姓

氏

録

皇

代

記

皇

胤

紹

運

録

足

羽

社

記

足

羽

神

社

神

官

員

簿

足
羽
神
社
神
田
臨
時
祭
神
主
職
等
ヲ
書
ス
高
文

書
之
諸
類

但

将

軍

家

文

書

之

類

朝

倉

家

文

書

之

類

松

(
マ
、
)

平
家
文
書
の
類

越
前
園
足
羽
社
神
主
井
公
文
職
系
園
神
代
日

文
之
書馬

来
国
家
略
系
譜
之
類
馬
来
国
家
諸
記
録
之

百
只

米
女

(
マ
、
)

同

書

翰

之

類

同

家

寺

式

目
(
マ
、
)

神
明
社
神
職
牧
田
家
系
園
之
類
西
尾
宗
次
氏

系
園磁

野
光
里
氏
系
園

笹
治
大
膳
氏
系
園

松
波
氏
系
園

横
山
氏
系
国

庚
部
氏
系
園

磁
野
同
澄
氏
系
園

渥
美
氏
系
園

山
形
氏
系
園

栗
崎
氏
系
園

宮
嶋
氏
系
園
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鴨
梨
木
氏
系
闘

山
田
氏
系
園

越瓜
前生
岡氏
主系
松圏
平

E家君
康
r... 
.t->. 

系

国
蒔
田
氏
系
園

越
藩
拾
遺
録

越
都
細
見
集

越
前
名
所
記

{
マ
マ
〉

類
談
林
雑
記

口越越大
宣曳 t藩前月
案夜 t絵名氏

話 t圏蹟系
宣 t考考国
ヒ己
日

堀
氏
系
図

門出往
古
事
跡
錐

難
強
一
決
A
7

従
史
曲
需
文

少
揮
筆

明
治
十
二
年
己
卯
八
月
二
十
七
日

足
羽
神
社
洞
官
兼
権
訓
導
馬
来
田
豊

国
日

0 越
足前
羽園
杜足
家初
娘け土
↑司

馬
、禁古来
、中E甲
、エ之立と
、被例文
、召職
、仕系
、女圏
、叙記
、位
、之

績、事
日
本
記3
3三マ

光
仁
天
皇
宝
亀
二
年
八
月
美
酉
授
一
一
正

六
位
上
足
羽
臣
真
楠
従
五
位
下
一

同
五
年
秋
七
月
己
亥
復
二
女
嬬
無
位
足
羽
臣
黒
葛
本

位
外
従
五
位
上
一

同
八
年
正
月
奏
亥
授
二
外
従
五
位
下
足
羽
臣
黒
葛
従

五
位
下
一

桓
武
天
皇
延
暦
二
年
二
月
壬
子
贈
ニ
足
羽
臣
真
橋
従

五
位
上
一

但
授
位
之
内
後
二
階
今
ュ
不
レ
見
ニ
其
古
典
一
記
侍
四
十
四
巻
白
神
前
皇
女
安
閑
天
皇
ノ
御
陵
ニ

O
姓
氏
之
事

A
ロ
葬
奉
ル
ヨ
シ
紀
ニ
見
ユ
云
々

ナ
カ
チ
カ
ヤ
タ

足
羽
戸
臣
嵯
峨
帝
弘
仁
六
年
七
月
寓
多
親
王
寸
仲
茨
回
皇
女
請
訓
簿
紀
カ
ヤ
タ
記
?
ム
タ

:

新

撰

姓

氏

録

ニ

乗

ν
之

一

O
足
羽
社
家
位
階
之
事

l

一

母

向

上

心

町

一

社

記

日

ク

茨

田

皇

女

ノ

御

墓

在

ニ

越

前

園

今

立

郡

河

4
4
a
w
μ
ι

一

勧

五

位

下

従

五

位

上

正

五

位

下

回

岡

一

昭

昔

日

化

森

一

一

河

和

田

者

茨

団

長

レ

ル

乎

』
此
ノ
位
ヲ
融
ス
ル

r口
口
口
隔
昇
此
階
飛
口
九
・
一
「
占
少
一
市
来
田
皇
女
1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

L
家
格
也

5

3

2

3

3

E

3

3

2

3

3

3

母
向
上

従

四

位

下

従

四

位

上

正

四

位

下

社
記
日
夕
馬
来
田
皇
女
是
レ
主
コ
足
羽
神
事
一
馬

来
田
後
人
作
ル
牧
田
云
々

二

!

一

ぇ

同
記
日
夕
馬
来
田
山
一
名
足
羽
山
又
云
7

社
山
↓
一
玄
々

越
藩
拾
遺
録
日
夕
馬
来
田
皇
女
是
則
足
羽
神
事
ヲ

司
リ
玉
ヒ
足
羽
ノ
神
主
ハ
此
皇
女
ノ
末
也
ト
云
々

御
父
ノ
詔
ニ
自
テ
皇
女
主
コ
足
羽
神
事
一
ヲ
給
フ
故
-
一
皇

女
の
ノ
御
名
ヨ
リ
起
リ

-Lhr一
一
姓
ヲ
足
羽
家
名
ヲ
馬
来

田
↓
建
久
年
中
右
大
柏
村
源
頼
朝
卿
ェ
文
書
以
来
牧
田

ノ
二
字
書
用
ユ
皇
女
甥
長
善
泰
王
J

為
一
」
嗣
子
↓

位
記
之

正
四
位

上
男ォ 枚丸
大fO 並ニ O 従
議ノ系吊 三同三
天 諸五光紋位
皇譜七之語

更| 桐十事正E
ノ I ~ 一一
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さ:1 橘菊
田コ

詮
日

立
波
丸
ノ
中
ニ
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羽
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一
-
一
仲
山
ヤ
ス

「
善
泰
王

:

:

・

〈

大

撞

天

皇

第

十

四

父
椀
子
皇
子

母妻

椀
子
皇
子
者
継
程
天
皇
之
皇
子
御
母
者
倭
媛
。
則
馬

来
回
皇
女
弟
也
其
子
善
泰
王
兄
弟
ヲ
楼
井
王
ト
云
々

社
記
白
書
住
山
者

犠
喧
一
一
唯
唯
一
白
リ
祖
宗
五
六
代
ノ
内
一
一
有
リ
善
ノ
字
住
ノ

字
ヲ
以
テ
篤
一
マ
ル
二
|
合
ト
者
上
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職
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叙
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叙
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叙
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右
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史
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